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　2023年４月１日、日本労働者協同組合
（ワーカーズコープ）連合会の加盟組織であ
るワーカーズコープながの、ワーカーズコー
プみえ、ワーカーズコープはんしん、ワー
カーズコープ山口、そして基幹組織ともい
えるワーカーズコープ・センター事業団が
一斉に労働者協同組合法人として効力発生
日を迎えた。４月中には各団体法人登記も
完了。ワーカーズコープ・センター事業団
は５月１日特定労働者協同組合法人として
も東京都より認定された。加盟組織の中で
は昨年12月に既に労働者協同組合法人とな
り４月１日特定労協になったワーカーズ
コープちばに続いて２番目の認定である。
　これら加盟組織の労協法人化に伴い（２
つ以上の労働者協同組合法人が集まると、
労働者協同組合法人の連合会を設立するこ
とができる）、ワーカーズコープ連合会も
６月24日（土）に労働者協同組合法人連合会
の創立総会を開催する。第１回発起人会を
４月11日に行い、労協法人となった先の６
団体に加え、ケアワーカーズコープ北海道、
かりまた共働組合の計８団体が集い、定款
案や総会公告、スケジュールを確認。その
後第2回発起人会（４月28日）には、無茶々
園と創造集団440Hが６月に創立総会を開
催予定ということで発起人会に加わり、
2023年度方針などを検討。さらに新たな加
盟組織として三重県鈴鹿市でフリースクー
ルなどを行うコモンウェーブ、同じく三重
県で２つのキャンプ場運営を行う労働者協
同組合がOretachino-Camp連合会を立ち

上げ、ワーカーズコープ連合会への加盟を
表明している。最終的には14～15団体での
立ち上げが既に固まっている。また同日６
月24日（土）17時～創立記念レセプションを
ホテルベルクラシック東京で予定してお
り、これまでお世話になった多くの方々と
全国の仲間が集まり喜びあいたい。
　４月11日には、加盟組織がリアルではん
しんワーカーズコープに集まり、実践情報
交流を行う会議を、昨年12月のワーカーズ
コープちばでの開催に続いて行った。それ
ぞれの実践を学びあい、そのうえで自分た
ちの組織で活かしていく。このような事業
や運動の実践交流ができることがワーカー
ズコープ連合会の大きな役割の一つである。
　尼崎市高齢介護課からは、はんしんワー
カーズコープに委託する「就労的活動支援
コーディネーター」など、福祉工場での取
り組みを説明いただく。60人の元気高齢者
が集い、内職やお弁当づくりを話し合いな
がら楽しそうに仕事を行う姿も視察。この
ような先進的に取り組む事業や運動を、学
びあえることが、事業の継続・発展に欠か
せない。
　加盟申請が出ているコモンウェーブから
センター事業団東海事業本部に、放課後等
デイサービスを協同労働らしくどのように
活用・運営し、広げていくのかの相談があり、
学習会が開催された。磐田市でも不登校の
子どもを抱えた親二人が集り、昨年秋より
居場所づくりを始めるもボランティアでは
続かないので、労働者協同組合を立ち上げ
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事業を担っていきたいと相談が来ている。
　４月15-16日、昨年に続き、アースデイ
にワーカーズコープビレッジを出現させ、
環境問題に取り組む活動を発信したが、そ

の場にも設立相談が来ていた。法施行から
半年が経つが、引き続き周知広報に一層努
め、その後の伴走を含めて立上げ支援を推
進していく。
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